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CMYK  1132342_令和6年度事業報告_ 

1

校 

2

校 _根木<P04>　

②収容定員・在籍者数

③収容定員充足率（令和2年度～令和6年度）

収容定員 在籍者数

大学 42,301 38,297

大学院 1,191 1,386

大学（通学課程） 33,110 35,227

大学（通信教育部） 8,000 1,684

短期大学 6,800 4,638

通学課程 400 366

通信教育部 6,400 4,272

工業高等専門学校 836 770

高等学校 7,610 7,180

中学校 2,715 2,572

小学校 720 679

幼稚園 400 256

専門学校 240 241

※学校基本調査に基づき作成。

※学校基本調査に基づき作成。

・収容定員：61,622人
・在籍者数：54,633人

（令和6年5月1日現在）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

収容定員
（人）

在籍者数
（人）

充足率
（%）

収容定員
（人）

在籍者数
（人）

充足率
（%）

収容定員
（人）

在籍者数
（人）

充足率
（%）

収容定員
（人）

在籍者数
（人）

充足率
（%）

収容定員
（人）

在籍者数
（人）

充足率
（%）

近畿大学大学院
博士前期（修士）課程 822 889 108.2 822 991 120.6 822 1,093 133.0 822 1,119 136.1 822 1,197 145.6

近畿大学大学院
博士後期課程 177 71 40.1 177 75 42.4 177 77 43.5 177 72 40.7 177 83 46.9

近畿大学大学院
博士課程 192 130 67.7 192 129 67.2 192 118 61.5 192 104 54.2 192 106 55.2

近畿大学（通学課程） 32,402 33,234 102.6 32,399 33,350 102.9 32,636 34,156 104.7 32,873 34,578 105.2 33,110 35,227 106.4

近畿大学通信教育部 8,000 1,249 15.6 8,000 1,367 17.1 8,000 1,443 18.0 8,000 1,538 19.2 8,000 1,684 21.1

短期大学部（通学課程） 160 166 103.8 160 182 113.8 160 190 118.8 160 187 116.9 160 184 115.0

短期大学部通信教育部 4,000 1,687 42.2 4,000 1,882 47.1 4,000 1,780 44.5 4,000 1,806 45.2 4,000 1,786 44.7

九州短期大学（通学課程） 240 210 87.5 240 183 76.3 240 174 72.5 240 173 72.1 240 182 75.8

九州短期大学通信教育部 2,400 2,888 120.3 2,400 2,738 114.1 2,400 2,713 113.0 2,400 2,637 109.9 2,400 2,486 103.6

工業高等専門学校 836 880 105.3 836 871 104.2 836 857 102.5 836 834 100.0 836 770 92.1

附属高等学校 2,880 2,883 100.1 2,880 2,841 98.6 2,880 2,921 101.4 2,880 2,749 95.5 2,880 2,782 96.6

附属新宮高等学校 480 365 76.0 480 351 73.1 480 347 72.3 480 322 67.1 480 319 66.5

附属豊岡高等学校 720 490 68.1 720 491 68.2 720 506 70.3 720 518 71.9 720 531 73.8

附属福岡高等学校 1,100 1,002 91.1 1,100 1,019 92.6 1,100 1,047 95.2 1,100 1,042 94.7 1,100 1,031 93.7

附属広島高等学校福山校 720 593 82.4 720 657 91.3 720 698 96.9 720 719 99.9 720 716 99.5

附属和歌山高等学校 1,050 1,098 104.6 1,050 1,077 102.6 1,050 1,065 101.4 1,050 1,043 99.3 1,050 1,055 100.5

（人）
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校 _髙山<P09>　

グローバル
検討分科会

大学院
改善分科会

①「卒業の認定に関する方針」、「教育課程の編成及び実施に関する方針」、「入学者の受入れに関する方針」

近畿大学 https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/principle/policy/

短期大学部 https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/principle/policy/undergraduate/jc/

九州短期大学 https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/

工業高等専門学校 https://www.ktc.ac.jp/disclosure/policy/

1  主な教育・研究の概要

2  中期的な計画（教学・人事・施設・財務等）及び事業計画の進捗・達成状況

本法人では、令和2年度、改正私立学校法の施行に伴い、令和2年4月1日から令和7年3月31日までの5年間を期間とする法人の
中期計画を策定した。また、同時に、法人が安定した経営基盤を維持できるよう、経営戦略を踏まえた中長期計画及び単年度に
おける事業計画を立案し、中長期計画に基づく事業計画が着実に履行されていることを点検のうえ、必要に応じ改善に向けた
指導を行うことを目的とする学校法人近畿大学経営戦略委員会を立ちあげた。委員会は5つの部会と3つの分科会から構成され、
担当するテーマについて議論・提案し、課題を解決していく。

①経営戦略委員会について

②中期計画の改定について

経営戦略委員会 経営戦略本部
（企画室）

大学部会 併設学校部会 経営改善部会 病院部会

看護専門学校
運営分科会

創立100周年部会

理事会

理事長

事業の概要Ⅱ

中期計画は毎年進捗状況を検証し、時代の変化に迅速に対応していくため、柔軟に見直すことを前提としている。令和6年度は、
8個の大きな項目に紐づく計画を見直し、34項目に改定した。また、本年度は、第1期中期計画の最終年度であることから、学
校法人近畿大学経営戦略委員会は、第1期中期計画達成に向けた取り組みを進めるとともに、第2期中期計画（令和7年4月1日
から令和12年3月31日）についても検討を重ねた。令和7年3月25日、第2期中期計画は、評議員会の諮問を経た上で、理事会の
決議により策定された。

本法人が目指すべき中期的な目標と計画 KPI数 うち達成数 達成率（％）

1． 建学の精神を生かした人材の育成 3 3 100 
2． 学生の満足度向上を意識した教育及び各種サービス等の提供 9 4 44 
3． 世界水準の研究を展開するための研究実施体制等の整備 7 4 57 
4． 国際性と多様性の強化で「グローバルに強い大学」を目指す 2 1 50 
5. より質の高い医療の提供と病院経営における健全な財務体質の確立 5 3 60 
6． 強固な財務基盤と機動的・戦略的な経営体制の確立 32 16 50 
7． 併設学校における時代のニーズに応えた教育強化と大学との連携強化 71 46 65 
8． 創立100周年事業の推進 4 3 75 
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ウ）財務比率の経年比較

※各年度の一過性要因を含む。

分類 項目 算式 全国平均 評価基準 評価 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

負債に備える資産が
蓄積されているか

前受金保有率 現金預金
前受金 355.2 △ ↑ 629.0 527.9 643.0 499.3 448.1

流動比率 流動資産
流動負債 231.0 △ ↓ 287.8 228.6 270.2 220.3 218.6

自己資金は
充実されているか 基本金比率 　　基本金　　

基本金要組入額 97.6 △ ↑ 99.5 99.3 99.3 99.5 99.5

運用資産の保有状況
はどうか 積立率 運用資産

要積立額 78.8 △ ↓ 64.5 67.6 70.3 68.9 58.1

負債の割合はどうか 総負債比率 総負債
総資産 13.2 ▼ ↑ 14.1 14.2 13.2 12.8 12.4

基本金要組入額＝基本金＋基本金未組入額　運用資産＝特定資産+有価証券+現金預金　要積立額＝減価償却累計額+退職給与引当金+第2号基本金+第3号基本金

 前受金保有率
当該年度に収受している翌年度分の授業料等が、現金預金の形で当
該年度に適切に保有されているかを測る比率であり、100％を超え
ることが一般的とされております。

 流動比率
短期的な支払能力を判断する重要な指標の一つで、一般に金融機関
等では200％以上であれば優良とされております。
いずれの年度も、200％以上を保っております。

 基本金比率
事業活動収入から、どれだけ基本金に組み入れたかを示す比率とな
ります。未組入額があるということは借入金・未払金で基本金組入
対象資産を取得していることを意味しますので、100％に近づく方
が望ましいとされております。

 積立率
長期的な資金需要が求められる典型例として施設設備の取替更新
と退職金支払に焦点をあて、これを換金可能な金融資産で賄えてい
るか判断する指標であり、高い方が望ましいとされております。

 総負債率
総資産に対する他人資金の比重を評価する、極めて重要な関係比率
となります。低いほど望ましいとされております。

大規模事業を進めるためには資金が必要となります。「運用資産」をいかに獲得していくかが将来の課題として挙げられます。
また、今後18歳人口の減少に伴い、安定した定員の確保など現状を維持していくことも課題となります。

 運用資産余裕比率
この比率は、運用資産（特定資産・有価証券・現金預金）から外部負債

（外部に返済を迫られる借入金・未払金など）を差し引いた金額が、
法人の一年間の支出規模に対してどの程度蓄積されているかを表
わす指標となります。高いほど支出規模に対して資金蓄積が良好で
あるといえます。
なお、この比率の単位は（年）となります。

分類 項目 算式 全国平均 評価基準 評価 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
負債に備える資産が

蓄積されているか 運用資産余裕比率 （運用資産－外部負債）
経常支出 1.8 △ ↓ 0.94 0.98 1.04 0.96 0.76

運用資産＝現金預金＋特定資産＋有価証券          外部負債＝借入金＋学校債＋未払金＋手形債務

前受金保有率 流動比率
積立率

総負債率
基本金比率

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
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%

629.0

527.9

643.0

228.6
270.2287.8

99.599.5 99.399.3 99.399.3

14.114.1 14.214.2

64.564.5 67.6

13.213.2
70.3

499.3

448.1

220.3 218.6

99.599.5 99.599.5

12.812.8 12.412.4

68.9 58.1

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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0
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億円 年
運用資産 外部負債 運用資産余裕比率

235

1,482

令和6年度
245 226 205

1,582 1,671 1,589

0.94 0.98 0.96

184

1,321

0.76
1.04

（単位：％）

（単位：年）
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③卒業・修了者数（令和6年度）
令和7年3月31日現在

ア）近畿大学大学院

研究科 専攻 人数

法学研究科 法律学専攻 8

商学研究科 商学専攻 11

経済学研究科 経済学専攻 1

総合理工学研究科

理学専攻 63

物質系工学専攻 46

メカニックス系工学専攻 45

エレクトロニクス系工学専攻 76

環境系工学専攻 20

建築デザイン専攻 18

東大阪モノづくり専攻 1

計 269

薬学研究科 薬科学専攻 9

総合文化研究科

日本文学専攻 1

英語英米文学専攻 0

文化・社会学専攻 7

心理学専攻 4

計 12

農学研究科

農業生産科学専攻 14

水産学専攻 15

応用生命化学専攻 24

環境管理学専攻 14

バイオサイエンス専攻 20

計 87

生物理工学研究科
生物工学専攻 15

生体システム工学専攻 36

計 51

システム工学研究科 システム工学専攻 49

産業理工学研究科 産業理工学専攻 18

実学社会起業イノベーション学位プログラム 12

合計 527

【博士前期（修士）課程】 （人）

研究科 専攻 人数

法学研究科 法律学専攻 0

商学研究科 商学専攻 0

経済学研究科 経済学専攻 0

総合理工学研究科

理学専攻 3

物質系工学専攻 0

メカニックス系工学専攻 0

エレクトロニクス系工学専攻 1

環境系工学専攻 1

東大阪モノづくり専攻 1

計 6

薬学研究科
薬科学専攻 2

薬学専攻 2

計 4

農学研究科

農業生産科学専攻 0

水産学専攻 1

応用生命化学専攻 0

環境管理学専攻 1

バイオサイエンス専攻 1

計 3

医学研究科 医学系専攻 13

生物理工学研究科
生物工学専攻 1

生体システム工学専攻 1

計 2

システム工学研究科 システム工学専攻 1

産業理工学研究科 産業理工学専攻 1

合計 30

【博士後期（博士）課程】 （人）
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学部 学科 人数（人）標準修業年限内卒業率（％）※

法学部 法律学科（早期卒業含む） 476 82.6

経済学部

経済学科 436

84.3
総合経済政策学科 146

国際経済学科 165

計 747

経営学部

経営学科 592

86.7

商学科 423

会計学科 205

キャリア・マネジメント学科 185

計 1,405

理工学部

理学科 204

78.6

生命科学科 78

応用化学科 134

機械工学科 195

電気電子工学科 173

社会環境工学科 110

情報学科 192

計 1,086

建築学部 建築学科 274 82.0

薬学部
医療薬学科（6年制） 131 71.8

創薬科学科（4年制） 37 67.3

計 168 71.8

文芸学部

文学科 180

83.0

芸術学科 99

文化・歴史学科 152

文化デザイン学科 82

計 513

総合社会学部 総合社会学科 487 82.2

国際学部 国際学科 491 81.4

農学部

農業生産科学科 116

87.8

水産学科 128

応用生命化学科 115

食品栄養学科 79

環境管理学科 120

バイオサイエンス学科 1

生物機能科学科 111

計 670

医学部 医学科 120 79.6

生物理工学部

生物工学科 71

76.6

食品安全工学科 75

遺伝子工学科 83

生命情報工学科 63

人間環境デザイン工学科 67

医用工学科 41

計 400

イ）近畿大学
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※�令和3年（平成31年）4月に入学した学生数のうち令和7年3月までに卒業した学生の割合。ただし、編入学者・
早期卒業者を除く。�

学科 計

商経科 79

通信教育部
商経科 287

合計 366

ウ）近畿大学短期大学部 （人）

学部 学科 人数（人）標準修業年限内卒業率（％）※

工学部

化学生命工学科 57

83.2

機械工学科 100

情報学科 108

建築学科 98

電子情報工学科 98

ロボティクス学科 72

計 533

産業理工学部

生物環境化学科 60

77.2

電気電子工学科 44

建築・デザイン学科 87

情報学科 71

経営ビジネス学科 108

計 370

計 7,740 82.3

通信教育部
法学部 法律学科 171 －

合計 7,911 －
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5  学校法人近畿大学中期計画・事業計画

Ⅰ．建学の精神・教育の目的

　建学の精神
　　「実学教育」と「人格の陶冶」
　教育の目的
　　人に愛される人
　　信頼される人
　　尊敬される人
　　を育成することにある。

Ⅱ．事業計画の策定にあたって
　   　このたび、学校法人近畿大学中期計画（令和2年度～令和6年度）に基づき、令和6年度の事業計画を策定いたしました。

本法人はこの事業計画に基づき各部門において、部署目標・個人目標を設定するかたちで、数値目標が着実に達成でき
るよう努めてまいります。

Ⅲ．事業計画の期間
　  令和6年４月１日から令和7年３月３１日までの１年間

Ⅳ．中期計画に基づき今年度に実施すべき事業計画
1．建学の精神を生かした人材の育成

（１）近畿大学共通教養パッケージの創設。
　・ 「建学の精神」と「教育の目的」に沿った全学共通の科目を再構築。

（２）大学院教育を充実し定員確保に努める。
　・ 学位プログラム（研究科等連係課程実施基本組織）を導入する。

2．学生の満足度向上を意識した教育及び各種サービス等の提供
（１）大学院教育を充実し定員確保に努める。
　・ 学位プログラム（研究科等連係課程実施基本組織）を導入する。

（２）大学認証評価で求められる「内部質保証」に向けた方策の充実。
　・ 認証評価の基準を踏まえた点検・評価を実施し、内部質保証を機能化する。
　・ 質保証の根拠となるアセスメント手法の選定と確立。

（３）多様な学生の進路や学生生活に関するきめ細かい支援を充実させる。
　・ 業界や理系学生に特化した支援など特色ある取り組みを充実させ、キャリア支援をより強化する。
　・ 適性検査や面接指導の強化、TSUNAGUプロジェクトを充実させ、キャリア支援をより強化する。
　・ 就職活動に対するきめ細かなフォローの実施。

（４）グローバル化の促進のため、受け入れ・送り出し施策を強化する。
　・  海外への送り出し（交換・派遣）と受け入れ（交換）の人数を増やすため、英語村とグローバルエデュケーションセンターの

機能を強化する。

3．世界水準の研究を展開するための研究実施体制等の整備
（１） 研究者の海外交流等、世界水準の研究を積極的に展開し、世界大学ランキングの向上に資する。

（令和2年４月１日から令和７年３月３１日）

学校法人近畿大学中期計画（令和6年3月改定）及び令和6年度事業計画
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　・ 国際ジャーナル投稿料の支援を行い、ランキング向上に資する。
　・ 国際的な研究実績のある教員を招聘し、これを起点とした研究力向上・国際化等を進展させる。

（２）科学研究費・共同研究・受託研究等による外部資金獲得及び研究成果の実用化による知財収入を増加させる。
　・ 科学研究費の申請支援を行い、採択金額の増加を目指す。
　・ 研究シーズのマッチングや技術相談により知財収入の増加を目指す。

（３）若手研究者（大学院生を含む）への支援制度・研究環境の整備。
　・  博士前期課程（修士課程）は授業料の半額相当、博士後期課程は授業料の全額を免除し、大学院生の在籍者数増加と経済的

負担を軽減し、研究力を上げる。
（４）研究成果を社会に還元する拠点として、附置研究所の整備を強化する。
　・ 研究所のあり方を見直し再編することで、研究力の底上げに資するとともに、研究成果の収益化と社会貢献につなげる。

 
4．国際性と多様性の強化で「グローバルに強い大学」を目指す

（１）グローバル化の促進のため、受け入れ・送り出し施策を強化する。
　・  海外への送り出し（交換・派遣）と受け入れ（交換）の人数を増やすため、英語村とグローバルエデュケーションセンターの

機能を強化する。

5．より質の高い医療の提供と病院経営における健全な財務体質の確立
（１） 高度で専門性の高いチーム医療、患者視点にたった安全・安心で信頼できる医療サービスの提供、適切な診療報酬の算定

等により、医療収入を増加させる。
　・ KPIのモニタリングを継続し、収支改善に取り組む。

（２）特定機能病院として、高度医療と最先端医療の提供を行う。
　・ 難易度の高い手術件数増加を目指す。

（３）地域の基幹病院として、高度医療と地域医療に貢献する。
　・ 難易度の高い手術件数増加を目指す。

（４）研究実績、臨床分野で卓越した実績を持つ教員を集め、近畿大学のブランド向上に貢献する。
　・ 臨床研究中核病院を目指す。

（５）附属看護専門学校の入学定員・収容定員の充足を図る。
　・ 附属看護専門学校の目標とする入学定員充足率を目指す。

6．強固な財務基盤と機動的・戦略的な経営体制の確立
（１）入試改革の方向性や他大学の動向を分析し、全入試の志願者数の全国１位を維持する。
　・ 全入試の志願者数を最低10万人確保する。
　・ 学部学科改組により志願者増につなげる。

（２）科学研究費・共同研究・受託研究等による外部資金獲得及び研究成果の実用化による知財収入を増加させる。
　・ 共同研究・受託研究等・知財収入増加に向けて技術相談件数を増加させる。

（３）教育の質を担保するための適切な定員管理を行う。
　・ 入試判定の厳格化の策定に向けた議論を進める。
　・ 編入学試験の制度改革による入学者確保を検討する。

（４）収容定員増と実員の確保による学納金収入の増収を目指す。
　・ 看護系学部・学科設置に伴う収容定員増。
　・ 学部（通信教育課程）設置に伴う収容定員増。

（５）運用資産の戦略的運用により、可能な限り最大の収益を確保する。
　・ 中長期において、利率3.5％を確保するための運用資金拡大と運用手法を確立する。

（６）収益事業・大学関連会社のさらなる強化を図る。
　・ 大学発ベンチャーを支援する仕組みを構築する。
　・ 関連会社の営業利益改善。

（７）近大DXの推進等により集中的かつ効率的に業務に取り組める職場環境を構築する。
　・ テレワークの推進。
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　・ 財務会計システムの更改。
　・ 教務学生システムの更改。
　・ 完全ペーパーレス化の徹底。
　・ 文書管理システムの全学的普及・定着。

（８）「近大ブランド（常に革新的である、社会の役に立つ、期待され応援される）」人材の育成。
　・ ジョブ型雇用制度の導入計画。

（９）水産事業のさらなる強化を図る。
　・ 水産事業連結（水産研究所・種苗センター・アーマリン近大）の収支改善。

（10）戦略的な施設・設備・デジタルインフラ投資を行う。
　・ 法人全体の中長期ファシリティマネジメント計画を作成する。

（11）ガバナンスの強化及び教育の内部質保証システムの確立。
　・ ガバナンス・コードに適合した経営体制を構築する。
　・ 本法人の目的及び使命を深く理解し、役員にふさわしい人格及び能力を備えた人材を育成・登用する。
　・ 公正かつ適正な取引を行うため、内部統制体制を確立する。

（12）大阪の社会課題・地域課題の解決に取り組む。
　・ 「大阪府内地域連携プラットフォーム中期計画」に掲げる課題解決の取り組みに貢献する。

7．併設学校における時代のニーズに応えた教育強化と大学との連携強化
（１）時代のニーズに適応した教育の充実・強化を図る。
　・ 競合校に打ち勝つために特色ある教育の取り組みまたは強化する対策を行う。

（２）入学定員・収容定員の充足を図る。
　・ 各併設学校において、目標とする入学（園）定員充足率達成を目指す。
　・ メディア等への掲載件数の向上を目指す。
　・ 定員充足率が特に低い学校に対する抜本的対策を行う。
　・ 近大附属「子どもの未来サポートプラン」で入学者を獲得し、社会貢献及び定員充足を目指す。

（３）近畿大学への進学率をさらに高める。
　・ 各併設学校（高校）において、目標とする進学率達成を目指す。
　・ 附属特別推薦入学試験での特待生による入学者を増やす。

（４）併設学校の経営体制強化を図る。
　・ 予算編成において、各併設学校ごとに設定されている収支差額目標の達成を目指す。
　・ 私立大学経常費補助金の一般補助における課題を改善し、より多くの補助金の獲得を目指す。

8．創立１００周年事業の推進
（１） 創立100周年部会を中心に、全学横断的な取り組みとして、募金・記念事業・100周年誌編纂の各委員会を適切に運営し、「世

界に飛躍する開かれた総合大学へ～近大新世紀はじまる～」をコンセプトに記念事業を実施する。
　・ 募金委員会では募金活動計画に則った各方面への募金アプローチを進めていく。
　・ 記念事業委員会では記念式典の方向性等の具体策の検討を行う。
　・ 100周年誌編纂委員会ではアーカイブデータベースを用いた史資料整理作業を進めていく。

（２）創立100周年（令和7年度中）までに募金目標額100億円を達成する。
　・ 創立100周年を迎えることに対しての募金環境を整備しつつ、募金活動を全学的に展開する。


